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地域の皆様と一緒になって考え、
問題を解決する課題解決型金融を実践し、
地域の活性化に
全力で取り組んでまいります。

■　ごあいさつ

　皆様には、日頃よりあぶくま信用金庫をご利用、お引き立ていただきまして誠にありがとうございます。
　当金庫に対するご理解を一層深めていただくため、ディスクロージャー誌「REPORT2024」を作成いたし
ましたので、ご高覧いただければ幸いに存じます。

　令和 5 年度を振り返ってみますと、わが国経済は、コロナ禍の3 年間を乗り越え、30 年ぶりとなる高水準
の賃上げ、企業の高い投資意欲など、経済には前向きな動きが見られ、デフレから脱却し新たなステージに
移行しつつありました。また、日本銀行では、「賃金と物価の好循環」が見通せるとの判断から、令和 6 年 3
月「マイナス金利政策」の解除を決定し、日本の金融政策は正常化へ向けて大きく前進しました。一方、内
需の増加を維持するためには、技術革新や人材投資を通じて生産性を向上させ、賃上げや消費の促進につな
がる経済の好循環を確立することが課題とされております。

　当金庫の主要な営業エリアである浜通り地方では、令和 5 年 4月に福島国際研究教育機構エフレイが浪江
町に設立されました。エフレイは福島をはじめ東北の復興を実現するとともに、日本の科学技術力・産業競争
力の強化に貢献する、世界に冠たる「創造的復興」の中核拠点として、国が設立した法人です。市町村・
大学・研究機関・企業・団体等と多様な連携を推進しており、当金庫も地域復興の一翼を担うため積極的に
協力してまいります。

　このような環境の中、令和 5 年度の当金庫におきましては「あぶくま『支援力の強化と変革への挑戦』3ヵ
年計画」に掲げた各施策を前年度に引き続き推進した結果、預金積金残高 3,091億円、貸出金残高 981億
円のともに過去最高期末残高となりました。また、収益面では経常利益9億3千3百万円、当期純利益6億
9千万円を計上することができました。
　これもひとえに地域のお客様のお力添えの賜物と深く感謝申し上げます。

　当金庫では、令和6年4月より新たにスタートする「信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して」
をビジョンに掲げた「あぶくま『未来を拓く変革への挑戦』3カ年計画」並びに「特定震災特例経営強化計画」
に掲げた各施策を強力に推進し、役職員一丸となり被災地域の復興へ向けて全力で取り組むと共に、地域密
着型金融をさらに推し進めてまいります。
　また令和6年11月には本店営業部がリニューアルオープンいたします。新店舗には絵画等を展示するギャ
ラリーやイベントなどができるホール、コワーキングスペースを整備する予定です。東日本大震災からの復興の
象徴として、地域経済の発展、地域の皆様の交流の場としての役割を目指してまいります。

　今後ともより一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　　　令和６年７月
あぶくま信用金庫　　　　
理事長　太田　福裕
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当金庫の概要 （令和6年3月31日現在）

創 立 年月日 昭和 25 年 9月12日
所　 在　 地 福島県南相馬市原町区

栄町二丁目4 番地
電　　　　話 （0244）23-5132（代表）
ホームページ http://www.abukuma.co.jp
出　 資　 金 10,648 百万円
会　 員　 数 10,420 名
預 金 残 高 309,110百万円
貸出金 残 高 98,180百万円
店　 舗　 数 17店舗（うち出張所 2ヵ所）
常勤役職員数 100 名

（役員7名、職員93 名）

＊本誌では、原則として単位未満切り捨てのうえ表示し
ております。したがいまして、合計を表示している欄等
との数値が一致しない場合があります。

■　あぶくま信用金庫と地域社会
昭和25年設立当初から
一貫して変わることのない
「相互扶助」の精神。
地域のあらゆるニーズに応
え、地域社会のよりよい発
展をかなえるために、私た
ちは今後も健全な経営に
取り組んでまいります。

経営理念 あぶくま信用金庫は、地域社会の繁栄と
地区住民の豊かな未来を創造します。

基本方針

1.	地域密着型金融の取組みを強化し、
	 地域経済の活性化に全力で取組みます。

1.	職員は、誠意と熱意そして感謝の心で、
	 明るい職場形成に努めます。

1.	堅実・健全な経営に徹し、
	 強固な経営基盤の構築に努めます。

　　　　　　　　　　　  は、

「スモール・エクセレント・バンク」として

ピンチをチャンスに変え、

小規模でもキラリと光る

金庫を目指して

地域金融機関としての

使命を果たして

まいります。

　ABUKUMAのAをモチーフ
とし、柔らかな曲線で「柔軟」
「親しみ」を表現しております。
　外側の緑色は金庫カラーで
あり、「安全」「清潔」「クリーン」
を意味し、中の丸の橙は「躍動」
を意味しております。

■ 当金庫ロゴマーク

芳賀 祥緑 書 （南相馬市在住）

理事長室掲額

「薄紅桜色」　石黒 麿弥子 （福島市在住）

理事長室掲額
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